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２ 2011年9月1日 

呟き 

　私たち西牟田ジャガーズは、筑後市少年野球育成

会に所属し、再来年創部30周年を迎えます。創部

以来、馬場節夫監督の勝つためだけの野球ではなく、

心身の鍛練と児童の健全育成をモットーにした指導

のもと、日々練習に励んでいます。 

　今年は部員約半数を占めていた六年生が卒部し、現在わずか12名ですが、チームワ

ークを大切に元気に楽しく活動しています。 

　また、クリスマス会や恒例のプロ野球宮崎キャンプ見学などのお楽しみ行事で、保

護者間の交流・親睦も深まり、試合のお世話や応援もチーム一丸となって取り組んで

います。 

　７月に行われた福岡県学童軟式野球筑後支部大会では、全員野球で見事準優勝に輝き、

子供たちも大きな自信を胸に、さらなる努力を誓っています。何よりナイスプレーし

た時の面々の笑顔は最高です。 

　今後とも、西牟田ジャ 

ガーズへの応援よろしく 

お願いします。部員も大 

募集中です！ 

（西牟田ジャガーズ 

　保護者会一同） 
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地
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原
発
、
豪
雨
…
。

東
北
の
重
な
る
惨
禍
を
見
る

た
び
に
自
然
災
害
の
少
な
い

筑
後
地
方
に
住
む
我
が
身
の

幸
を
か
み
し
め
た
夏
だ
っ
た
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さ
て
春
の
統
一
地
方
選
で

我
が
町
の
新
し
い
議
員
さ
ん

が
誕
生
し
た
。
四
月
の
臨
時

議
会
、
六
月
議
会
を
経
て
九

月
議
会
か
ら
は
い
よ
い
よ
白

熱
し
た
議
論
が
か
わ
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
言
う
ま
で
も

な
い
こ
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議
員
さ
ん
の

一
番
の
仕
事
の
場
は
議
会
で

の
一
般
質
問
で
あ
ろ
う
。
日

頃
の
地
道
な
努
力
、
勉
強
の

成
果
を
議
場
で
堂
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と
述
べ
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行
政
側
と
丁
々
発
止
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真
剣

勝
負
を
挑
む
花
舞
台
で
あ
る
。
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こ
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）

を
う
な
ら
せ
る
熟
議
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

国
も
地
方
も
借
金
が
か
さ
ん

で
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
で
は

企
業
な
ら
倒
産
、
個
人
な
ら

自
己
破
産
の
レ
ベ
ル
ま
で
き

て
い
る
。
親
た
る
国
の
ス
ネ

が
や
せ
細
り
子
へ
の
仕
送
り

も
マ
マ
な
ら
ぬ
中
、
今
ほ
ど

行
政
と
議
員
と
市
民
が
我
が

ま
ち
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
英
知
を
出
し
合
い
、

斬
新
な
発
想
に
よ
る
町
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
時
は
な
い
。
議
員
さ
ん

は
今
回
の
選
挙
で
自
分
に
投

票
を
し
て
く
れ
た
有
権
者
の

一
人
一
人
か
ら
大
き
な
課
題

を
科
せ
ら
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て
い
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こ
と
を

肝
に
銘
じ
て
頂
き
た
い
。
有

権
者
も
産
ん
だ
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を
見
放
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よ
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な
無
責
任
な
こ
と
を
せ

ず
に
時
間
に
余
裕
の
あ
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人

は
「
議
場
」
へ
出
か
け
て
応

援
を
し
よ
う
。
忙
し
い
人
も

「
議
会
だ
よ
り
」
を
し
っ
か

り
読
む
こ
と
で
今
我
が
町
で

何
が
議
論
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れ
て
い
る
か
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っ
と
関
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を
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と
う
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農
林
業
者
、
商
工
業
者
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
年
金
生
活

者
等
総
じ
て
収
入
を
減
ら
し

厳
し
い
緊
縮
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
思
え
ば
坂

の
上
に
浮
か
ぶ
白
い
雲
も
子

ど
も
の
頃
見
上
げ
た
七
色
の

虹
も
久
し
く
目
に
し
な
い
。

若
者
も
語
る
べ
き
壮
大
な
夢

を
持
て
ず
に
い
る
。
議
員
の

皆
さ
ん
は
議
場
で
の
活
発
な

議
論
を
通
し
て
、
我
が
町
の

あ
る
べ
き
姿
を
私
た
ち
に
示

し
て
ほ
し
い
。 

（
は
る
お
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遠
い
日
の
小
学
生
の
頃
、
ス
ケ
ッ
チ
の
時
間
は
、
前

日
か
ら
楽
し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

毎
日
の
生
活
に
追
わ
れ
て
描
く
機
会
も
な
く
過
ご
し
て

い
ま
し
た
が
、
美
術
館
に
は
時
折
行
っ
て
い
ま
し
た
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五
十
代
半
ば
で
退
職
、
油
絵
を
習
っ
て
み
た
い
な
と

漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
折
、
友
人
宅
を
訪
問
し
た
ら
、

絵
画
教
室
に
通
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
即
座
に
、

「
是
非
、
先
生
に
紹
介
し
て
！
」
と
お
願
い
し
て
習
う

事
に
な
り
ま
し
た
。 

　
通
い
始
め
て
数
年
経
ち
ま
す
が
、
既
成
概
念
で
描
こ

う
と
す
る
の
で
、
難
し
く
て
思
う
様
に
い
き
ま
せ
ん
が
、

先
生
の
指
導
の
下
、
一
枚
の
絵
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

教
室
の
雰
囲
気
も
と
て
も
良
く
、
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ

り
す
る
の
も
楽
し
み
で
す
。 

　
こ
の
絵
は
、
北
海
道
の
ガ
ー
デ
ン
風
景
で
す
。
メ
ル

ヘ
ン
と
幸
せ
を
呼
ぶ
様
に
、
魅
せ
ら
れ
て
描
き
ま
し
た
。

仲
々
、
上
達
し
ま
せ
ん
が
、
趣
味
と
し
て
楽
し
み
な
が

ら
、
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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撮
影
場
所
は
八
女
市
矢
部

村
御
側
（
コ
ズ
ミ
ド
コ
周

辺
）
。
杣
の
里
の
秋
を
代
表

す
る
花
の
一
つ
で
谷
間
な
ど

の
半
日
陰
の
湿
っ
た
場
所
に

生
育
す
る
。
花
期
は
８
月
の

終
わ
り
か
ら
９
月
、
10
月
に

か
け
て
長
期
に
わ
た
る
。
名

前
の
由
来
は
花
が
帆
掛
け
船

を
釣
り
下
げ
た
よ
う
な
形
を

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

　
杣
の
里
渓
流
公
園
か
ら
釈

迦
岳
登
山
道
を
少
し
登
る
と

木
陰
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
ハ

ガ
ク
レ
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
、
エ

ン
シ
ュ
ウ
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
な

ど
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
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花
言
葉
は
「
安
楽
」
「
心

を
休
め
る
」
「
期
待
」
等
が

あ
る
が
「
私
に
さ
わ
ら
な
い

で
」
と
い
う
の
も
あ
る
。
こ

の
花
が
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
仲
間

で
熟
し
た
種
子
が
触
る
と
は

じ
け
飛
ぶ
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

（
黒
木
町
）
松
尾
重
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 近場の名湯 

　朝夕はやや過ごし易くなり、鳴く

蝉の種類も変わりだしたようだ。 

とはいえ、日中の厳しい暑さはまだ

まだ続きそうである。こんな時には

海の岩場もフライパン状態なので、

釣りは敬遠しがちになってしまう。 

　そこで、いざ釣りへ気持ち良く行

く時の為に、山の神を温泉に誘う。 

　温泉といえば遠い、という先入観があるかもしれないが、かなり近

場（車で40分位）に名湯が存在しているのを、ご存知ない方も意外と

多いようだ。現地で見かける車のナンバーがそれを物語っている。 

　平山温泉、最近ではガイドブックやテレビ、インターネットで高評

価を博しているが、開湯の歴史は古く平安時代まで遡る。数十年前か

らその泉質は著しく高い評価を受けている。人々の健康への意識の高

まりと、リラクゼーションを求め始めたからのようだ。 

　さて、平山温泉を休日に楽しむとなると、かなりの競争率になり、

入浴する迄に一苦労するので予約しておいた方が得策だろう。 

　日帰りの立ち寄り温泉でも十分泉質の良さを堪能出来るが、たまに

は露天風呂付き個室でくつろぐのも良い。何しろ、山の神の機嫌が良

くなり、次の釣行計画をじっくり練られるからだ（笑）。　2011盛夏 

平山温泉　湯山別荘「たいち」にて　Tel 0968-44-1202　磯の旅人 

「農業クラブ」九州大会・全国大会出場！ 八女農業高等学校 
　農業クラブとは農業に関す

る学習の充実、発展のために

全国の農業高校で組織されて

います。本学では今年も優秀

な成績を収め多くの生徒が九

州大会や全国大会に出場します。 

　10月25日～27日長崎県で開かれる全国大会には、農業鑑定競技で

生物利用科３年の平井一沙さんと大籠千尋さん、生活科学科３年の松

田安梨沙さん、家畜審査競技で生物利用科２年の辻楓さんの合計４名

が出場します。 

　九州大会は8月24～26日沖縄県で開催され意見発表会で生活科学科

3年森楓さんと山口夢乃さんの2名、研究発表では齋藤瑞己君他5名の

チームが出場し上位入賞を果たしました。　県大会会場にて（糸島市） 

（八女農みらい館）９月の開館日　２日（金）、６日（火）、９日（金）、13日（火）、

16日（金）、20日（火）、27日（火）、30日（金）、販売時間は、10時30分～15

時30分です。多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。 

馬場節夫  監督 


